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ル に対す る菌体収率が 良 く，
ビ

　　　　　　タ ミ．ン B ・2 生産能 の あ る シ ュ
ー

ドノ カ ル

　　　　　　デ ィ ア 属 の 2 新菌種を メ タ ノ ール を主炭

　　　　　　素源 とす る培地で培養する放線菌体の 製

　　　　　　造方法 （大 日本 イ ン キ化 学 工 業，川 村理

化学研究所）

（微工 研　川村　杉生）

（微工 研　染谷淳一郎）

9． 廃　水　処　理

Wastewater　 Treatment

9−1 活性汚泥法および その変法

　SPhaeretilus　sp ・の 発生に よ る 糸状性バ ル キ ン グにつ

い て 検討 した．曝気槽の 水理混合条件で 定義 した
“

飢

餓時間比
”

が 6 よ り大 き い と き，SPhaer・tilZtS　sp ・は 抑

制され るが，そ れ以 下 の時 は 増殖の 可能性が認め られ

た，1》

　回分式活性汚泥法 に お ける バ ル キ ン グ現象の 抑制効

果 につ い て 検討 した。連続処理で バ ル キ ン グを起 こ し

た 汚泥を回分 処 理 に 変更す る と，バ ル キ ン グ現 象 は 抑

制され た．2｝ また ，BOD が 4
，
000　mgll の 高濃度廃水

を回分式で処理す る と，バ ル キ ン グ状態 にな る こ とな

く安 定 な処 理 が で きた．S）

　連続式活性汚泥法の 完 全 混 合型 曝気槽に お け る デ

ン プ ン廃水 の 基質分解反 応速度 は，酵素濃度 の 代わり

に MLSS 濃度を用 い た MichacliS−Menten の 式 と同
一

形 式 の 式 で 表せ，反 応 速度定数 は 24℃ 付近 で 最大値

を 示 した．4レ

　 ワ サ ビ工 場廃水を種汚泥な しで 曝気処理 した 結果，

水温 10ec 前後 で は 2 回 目に，水温 0〜5°C 位 で は10

日位で 活性汚泥が 繁殖 し，GOD ，　BOD が 基準値以下

に な っ た．5，

　ご み 焼却場 の 灰 ピ ッ ト廃水の 活性汚泥処理 につ い て

検討 した．淡褐色着色成分が 残留 し，
COD 除去率 は

よ くな か っ た．重金属が 汚泥中 に 蓄積 さ れ た，また ，

吸着処理 ， ある い は凝沈処理法 との 併用 に つ い て も検

討 した．e）

　活性汚泥処 理 か ら発 生す る炭酸 ガ ス 濃度を 測定 して，

そ の 処理 の 質的制御を 目的 と して 実験を 行 っ た．曝気

槽の 各所で の 炭酸ガ ス 発生速度を測定 し，放流水質お

よ び 有機物負荷量との 関係を明 らかに し，負荷変動，

温度，汚泥濃度 の 影響 な ど につ い て 検討 した．7｝ 次 に ，

活 性汚泥量 を 発生 炭酸 ガ ス で 判定す る 方法，な らび に

炭酸 ガ ス 発生速度 に よ る 放流水 BOD の 制御実験を

行っ た 81．さ らに，発生炭酸 ガ ス に よ る放流水質予想

モ デ ル が 実プ ラ ン トに適合す るか どうか検討 した．9｝

また ，汚泥 の 沈降性を支配 す る重要 な 因子 の 1つ で あ

る 細胞内蓄積物含有率を，炭酸 ガ ス 発生速度か ら推定

す る方法を 検討 した．Io ）

　活性汚泥か ら CGY 　agar を用 い て 細菌を分離 し，

MLSS 　I　In1 当た り 2．4 × 108 個 の細菌数を 計 数 した，

優占細菌の 1代表株 の 菌体容積は，菌体か ら抽出した

高分子物質の 溶液 の 粘度特性 と相関しt 粘度低 下 させ

る条件と菌体容積を減少 させ る条件とが一致 した ．11 ）

　乳業廃水処理 プ ラ ン トと都市下水処理プ ラ ン トの 活

性汚泥 とか ら汚泥容量 に 影響を及 ぼ す原因物質を抽出

し，そ の 性質を調べ た 結果 ， ア ル カ リ抽出物は フ ロ
ッ

ク の 形 成 に関 与 しつ つ ，汚泥容量 に 影響を 及 ぼす 原 因

物質 と考え られ た．12 ）

　形 式の 異 な る 処理方法で 沈降性 の 良 い 活性汚泥 と悪

い 活性汚泥を生成 し。凝集物質を抽出し， pH 　3 およ

び pH 　5 フ ラ ク シ ョ ン を 比較した．沈降性の 優れ た活

性汚 泥か ら抽出 した フ ラ ク シ ョ ン の 活 性 は，沈降性 の

劣 る 活性汚泥 か らの もの よ り強 か っ た．13 ，
次 に，こ れ

ら凝集物質 の カ オ リン 凝集特性を調べ た結果，こ れら

凝集物質 と菌体の そ れ と は同
一

物質 と推定され，菌体

の 凝集活性は菌体外層 に付着す る凝集物質 に 起因す る

と考え られ た．14 ）
凝集物質 の産 生条件，窒素源，炭素

源 ，温度，pH 等 に つ い て 検討 し，脱脂粉乳を 用 い て

バ ル キ ン グ汚泥を造 っ た，バ ル キ ン グ汚泥か らの 凝集

物質量 は，沈降性の 良 い 汚泥 か ら抽出 した それ の 約 2

倍 で あ っ た ．15｝

　凝集物質 に よ る カ オ リン の 凝集 に つ い て ， 塩類 ， 塩

基性ア ミノ 酸，糖類な ど の 添加効果お よ び カ オ リン フ

ロ ッ ク の 安定性に つ い て 検討 し，凝集機構に つ い て 考

察 した．IG）

　生下水を用い た重金属 の 吸着濃縮実験を行 っ た．処
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理水中の 重金属濃度は pH と安定有機物濃度 に 関係 し ，

固 液分 配係数 を 用 い て 表 され る．活性汚泥に よ る溶解

性重金属 の 吸着反応は ， フ ロ イ ン ト リッ ヒ の 吸着式が

よ く適合した．17〕

　洗米廃水汚濁物質に 除去能力の 強 い 菌株 を 分離 選 択

した．こ れ らの 細菌で 処理 した とこ ろ．COD 除去率

は 遠 心 分離上 澄水 で82〜91％で あ っ た．また ， 凝集沈

殿 法や 長 時間曝 気 回分 式 活 性汚泥 処 理 と の 併 用処 理 実

験を行 っ た・18 レ

　槽高10m の 深層曝気槽で 酸素利用率39％を得た．製

あ ん 廃 水の 処 理 で ，BOD 負荷量 15．3　kgtm3 ・day に お

い て BOD 除去率93％，　 SVI 　90　；nll9 を得 た．所要動

力 は 5m 液深 に 比べ 10　m の 方が23％少な く，
BOD

当た り 0．49kwh で あ っ た．le ｝

　旋 回 流式開放エ ア レ ーシ ョ ン タ ン クの 下降流部に 邪

魔板を設け，下部か ら酸素を散気 し，高効率な気液向

流 の 酸素気泡塔を形 成 させ，純酸素の 吸収効率 を 高 め

る純酸素
一
空気併用曝気装置に 関する実験を行 い ，酸

素移動速度，実用操作範囲な ど を求 めた．2°）

　下水処理場 の 汚泥好気性消化槽 に お ける超微細 ドー

ム 型散気 に よ る 全面曝気方式 と散気板 に よ る旋回流曝

気方式 に つ い て 比較調査を行 っ た．酸素溶解効率や消

化効率 は全 面 曝 気 の 方 が 良 か っ た．21 ， また ，総括酸素

移動容量係ta　KLA ，酸素溶解効率を比較す る と，ドー

ム 全面 〉散気板全面 〉 散気板旋回流の順とな っ た．a2｝

　好気 性生 物処理 に お ける原水 お よ び 処理水 ， 特 に 代

謝廃成分 につ い て ，ゲル ク ロ マ ト分析を行 っ た．ガ ス廃

液の 主成分 は フ ェ ノ ール 系化合物で あり， そ の 活性汚

泥処理水の 主 成分 は ガ ス 廃 液 の 着色物質 で あ っ た．23）

ハ マ チ 血液の 高塩濃度下浸漬ろ床法 に よ る 処理水を分

子量分画 し，そ の 主 要な ピ
ー

クの 変動を把握 し， 処理

評価が 可能な こ と を 明 らか に した．s4 ） ま た ，微生物 の

基礎代謝の 過 程 か らの 代謝廃成分で ある有機着色成分 ，

特 に分子量が数百前後の もの が 最 も大 き な 阻害を示す

こ とが ゲル ク ロ マ ト分析 で 評価で きた．2S ， こ の 代謝廃

成分 は 基質量 の 3 ％ に も達 しt ．ゲ ル ク ロ マ ト分 析 に

よ り生物処理 の評価を行 っ た．ae｝

9−2 生 物膜 法

　散水ろ床 に よ る漬物加工 廃水処理 の 工業化実験 を 行

っ た．TOC 約 1，000　mgfl ，食塩 2 〜3 ％ の 廃水を無

希釈で 処 理 し，TOC 除去率は 回分 で 85％，連続で 86

％を得た．27）

　金網か ご に中空塩 ビ 管をろ材として 充 て ん した 回転

ろ床法 に つ い て ，BOD 負荷，滞留時間，硝化作用お

よ び酸素供給能などに つ い て実験的解析を行い ，回転

ろ床 の 設計諸元を明 らかに した．2S）

　傾斜板散水 ろ床 に おけ る流水の 混合特性，水理学的

滞留時 間，生物膜 の 増殖 ・脱離，酸素利用速度 な ど に つ

い て実験考察した．そ の 結果 ，平均生物膜 の 増加速度は ，

dhfdt・・Ahi／t
で表さ れ， 生物膜の 有効厚 さは 1〜2  

程度 で あ っ た．単 位 ろ 床 面 積 当 た り の 酸 素利用速

度 は 0・ユ4mg 　O2tcmt ・h で あ っ た．29｝
また ， 滞留時間

t は係数 M および うに よ っ て ，
t・＝・MtQb で 表せ た．so）

9−3　有智 ・難分解物質の 処理

　 ト リア クリロ ニ トリル （TAN ）を窒素源として 生育

す る糸状菌 丑   暫加 ・idesお よ び F ・s・taniを分離同

定 し，TAN の 分解産物を 5
，
7一ジ シ ア ノ ヘ プ タ ン 酸 お

よ び 4
，7一ジ シ ア ノ ヘ プ タ ン 酸 の 混合物 と決定した．31 ｝

　排煙脱硝脱硫排水中の ジ チ オ ン 酸が 嫌気下 ，好 気 下

で 硫黄細菌を含む下水処理汚泥に よ り分解さ れた．分

解 は好気下 の方 が容易で，ホ ウ素に よ り阻害 され る．

馴養 に よ り NH4 ＋ −N と ジ チ オ ン 酸 の 同時酸 化分 解 が

可能 とな っ た．S2）

　DMF 含有廃水の 処理性およ び DMF の生分解性を

調 べ た．DMF は 生 分 解 性 の 良好 な 基質に 比 べ ．処

理が 悪 く，BODIDMF の 比 は o，391g で 1 日の 最大

DMF 分解量 は約 O．37　kglrnS・day で あ っ た．s3 ，

　PEG 　400 を利用 す る Alcaligenes　sp ．　PE 　18株よ り，

エ ーテ ル ァ ル コ ール に 対 して 活 性を 有す る脱水素酵素

を精製 した ．こ の酵素は FAD な ど の 補酵素を要求 し，

エ チ レ ン グ リコ ール モ ノ ブ チ ル エ
ー

テ ル な ど に 活 性

を有 して い たが ， ア ル コ ール 類 に は活 性 を示 さな か っ

た．s4 ）

　悪 臭化合物で あ る 二 硫化 メチ ル を分解除去す る放線

菌 G −21 株を鶏 ふ ん よ り分離 し，
SaccharomenosPera

viridis と同定 した．（］−21 株は唯
一

の 硫黄源 二 硫化 メ

チ ル の 濃度 0，003％ で 良好 な 生 育 と二 硫化 メ チ ル 除去

を 示 しtc．　35 》

　有機 リン 系農薬工 場廃水 な どに 含 ま れ て い る O，　O・

ジ メ チ ル ジチ オ リン 酸の 活性汚泥 に よ る分解 を検討 し

た 結果，pH を 中性 に 保ちな が ら馴養す る こ と に よ り，

分解が 可能で ，定量 的 に硫酸とリン酸とを生 じた．se ）

　PCB の 分解菌を湖底土 壌 よ り 2種類分離同定 し，

そ れぞ れ Atcaligenes属 お よ び ACinetobaeter　ma細菌で あ

っ た．両菌株の Aroclor　1242 に対す る 分解代謝を 諷

ぺ 2〜3 の 代謝産物を同定 した．s7） PCB の 純品を用
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い ，
PCB の 塩 素置換性 と 生分解性との 関係 に つ い て

検討 した．38 ）

　PVA 含有廃水の 処理法と して は 高濃度活性汚泥法

が最も効果的で あり，処理条件を 適切 に維持すれ ば，

PVA は 完全 に 除去で き る こ とを 明 らか に した．s9）
高

濃度活性汚泥法実用化 の た め ， 浮上分離型 処理装置と

回転 ドラ ム 型処理装置 （パ イ ロ
ッ トプ ラ ン ト）を作 り，

室 内 実験 と 同様，PVA を効率的 に 分解除去で きた．40 ）

9−4 窒素，リン処理

　長時間曝気法 に お い て ， 連続曝気で DO を 2−−3mgtl

に す る と脱窒率 は 20〜30％，DO を 0・5　mg μ に す る

と60％以上 の 脱窒率が 得 られ ， 断続曝気 に すると75％

の 脱窒率に 向上 した ．41］

　硝化 液 循環 法 に よ る生物学的脱窒 素プ ロ セ ス の 定 式

化を行 っ た ．この モ デ ル を 用 い て実験結果 を解析 し，

水温 ， 原水 の BODIN 比，循環比，混合条件などが 窒

素除去率に 与 え る 影響を明 らか に した ．42）

　活性汚泥中の 亜硝酸菌およ び 脱窒菌数 は あ る レ ベ ル

以上の 分裂時間を与えて も，DO や pH 等 の 条件が等

しければ一定 で あ っ た が，K −N また は BOD 負荷 を

上げ る こ とに よ り増加で きた．43｝

　茨城県深芝処理場 の 実施設に お ける硝化 は亜硝酸型

を 示すが ，硝酸型 まで 進 ま な い 原因 は未だ解 明 さ れ て

い な い．しか し，回転円板法で処理する と硝酸型硝化

を 示 し，安定 した 能力を示 した．44 ）

　循 環 式 脱 窒 プ ロ セ ス に お い て は，操 作 条 件 に よ り硝

酸型また は 亜硝酸型 硝化 に コ ン トロ
ー

ル で きる．亜硝

酸型脱窒は硝酸型 脱窒 に比 べ 3 倍 の 脱窒速度を 示 し，

N ，O の 副成 は まっ た く認 め られな か っ た ，45，　N20 の

生成 は硝酸型汚泥 の 場合 に 亜硝酸塩 の 副成 と共 に認め

られ ， 亜硝酸塩 の みで は起 こ らず ， 硝酸塩の 共存を必

要と した．46｝

　湿式脱硫排水中の NS 化合物 の 約90％ は イ ミ ドジ ス

ル ホ ン 酸塩で あ り，加水分解 に よ りア ミ ド型 NS 化合

物に 変換 した． こ れ に NO2 −・N を加え る と，窒素ガ

ス を発生 して 分解 し， 排水中の COD が 50〜60％除去

さ れ た．4 η

　生物学硝化 ・ 脱窒反 応 は Monod 型 で ，両反 応 の 最

大反応速度お よ び 基質飽和 定数を求め た．次 に ，両反

応 に おける窒素，炭素の 量 的関係 を 求 め，ア ル カ リ量，

メ タ ノ
ー

ル 所要量 の 設計方程式を導い た ．4S ） パ イ 囗 ッ

トテ ス トに よ る亜 硝酸所要量 は室 内実験の 結果よ りも

大 きい 値を示 したが，無機炭素，カ セ イ ソ
ーダ，メ タ

ノ
ール お よ び リ ン の 消費量 は室内実験の 結果とよ く

一

致 した．49）

　下
・
廃水の窒素 ， リン の 同時除去 に つ い て ， 純粋分

離 した メ タ ン 資化性細菌と フ ロ
ッ クを形 成す る メ タ ン

資化性細菌を 用 い て種 々 検討 した．窒素，リン 除去率

に及 ぼ す窒素対 リン の比，BOD 濃度の 影響， メ タ ン

資化性菌 の 生育条件な どに つ い て 検討 した．50） また t

こ れらの 条件 と汚泥令 との 関係 に つ い て も検討した．

窒素の 汚泥体内へ の 摂取除去 に は硝化を抑制す る必要

が あ っ た．51）

　嫌気
一・ff気式高濃度活性汚泥 の 特長点，並 び に 運転

特性を明 らか にす る と同時に ， 本法 の COD
， ，，

　Tota1−

N 除去機能を検討した結果，Barnard 法よりも高い 窒

素除去率 が 得 られ た．52 ， こ の方法 をパ イ ロ ッ トプ ラ ン

トを用 い て実用化試験を行い，汚泥の馴養に約 1 か月

を要す る こ と，冬季 は Total−N 除去率が 80％を 超え

ず，15℃ 以下 に な る と除去率は 急 激 に 低下 した．ま

た ，Total−N 除去率 が 80％を達成 で き る設 計基準を 示

した．53）

　活性汚泥 処理装置に 鉄塩 を添加 して COD と リ ン を

同時 に 除去す る方法を，人工 染色廃水を試料 と して，

鉄塩凝集剤の添加量 。方法，曝気槽 pH な どと COD

除去率 お よ び リン 除去率 と の 関係 に つ い て 検 討 し

た ．s4）

　 窒素，リン 削減 の 基礎資料として ， 202工 場の 単位

処理施設前後 の 排水435検体を 採水し，COD ，全 リン ，

リン 酸態 リン およ び ケ ル ダール 窒素を測定 し，リ ン 凝

集処 理実験 を 行 っ た．fi5）

9−・5 嫌 気性 処理

　 畜産廃棄物の 2 段連続嫌気性処理 の 実験結果を解析

し，速度式 の妥当性に つ い て 検討 した．速度式に お い

て，有機 物中の 可 分 解有機物量 お よ び酸 に 対 す るガ ス

収率の 値 はか な り変化す る と考え られ た，56｝

　 硫酸還元菌を下水渠か ら分離 し，
D8唄伽 ゴ伽 0 伽 泌

friCansと 同定 した，下水消化液か ら分離 した 菌 は 炭素

源 利 用 や 栄養源 要求な どの 点で ，典型的な D ・desulfri−

cans で は な く，
D 、　desatfricans　ssp ．　stercorivorttS 　nov ・SSP ・

と命名した．S7｝

　 し尿 の 嫌 気 処 理 に 伴 う食 物中毒菌等の 消長を調 べ た．

E ・coli
．
　Salmonellaお よ び Vibrieを 嫌気消化 に よ っ て 殺

す に はな るべ く高温で 処理 す る 方が 安全 だ が，50℃

もの 高温 は 必ず しも必要 な い こ とが 示 され た．58 ）

　 嫌気性消化 に おける脂肪酸の 代謝 につ い て 調 べ た．

酢酸 の 蓄積は プ ロ ピオ ン 酸や ne 酪酸 の 分解速 度を

N 工工
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低下 させ た．高級脂肪酸をカル シ ウ ム 塩や マ グネ シ ウ

ム 塩で 不溶化 す る と，毒性は 低下 した． n一酪酸 は高級

脂肪酸 の 分解 を抑制 した ．59｝

　嫌気性充て ん 塔法 に おける有機物除去特性を調 べ た．

原水 TOG の 95％ が ガ ス に変化 し，5 ％が 流出水に 含

まれて い た．充て ん 塔法の 安定 した運 転 に は，高密度

微生物層，高濃度浮遊物層，低濃度浮遊物層の 3層が

必 要で あ っ た，eo ）

　 コ ーヒー豆 滓を ジ オ キ サ ン 処理後，セ ル ラ
ーゼ な ど

で 10％加水分解 して 37℃ に て メ タ ン発酵 した．L一グ

ル タ ミン 酸 と イ ノ シ トール を 添加 した 結果，豆 滓 1g

当 た り 335n・旦の ガ ス 発生 が あ り，無処理の 約 2・2 倍

の ガ ス 発生があ っ た．61）

9−・6 そ の他

　酵母 に よ る馬 れ い し ょ デ ン プ ン 廃水の処理を検討 し

た．COD が IO，OOO　mg ！l を 超 え る著量の SO2 を含

む モ デ ル ク ラ リフ ァ イ ヤ 廃水を SOa 耐性酵母 に よ り

処理 し，COD 　1，000　mg ！l 前後の 処理水を得た．また ，

デ カ ン タ
ー
廃水，COD 　14，200　mgtl か ら処 理 COD

3，480mg μ を 得た．6a）

　 アル カ リ処理した サ トウ キ ビバ ガ ス の Trichoder7na

reesei 　QM 　9414 の セ ル ラ
ー

ゼ に よ る 分解 を検討 した．

向流反応器 で の 加水分解 は 固型 的／液量 の 比 が高 い 場

合 ， か くは ん 槽で の 反応 に 比 ぺ 明 らか に 有利で あ っ

た．fi3］　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　
’

　腐熟 した コ ン ポ ス トの 水 抽出物中の CtN −org ・は，

原料固相中あ る い は 製品固相中 の炭素
一
窒素比が種 々

異 な っ た 値を 示す に もか かわ らず ， 5 〜6 とほ ぼ
一

定

の 値 を 示 した ．64｝

　下水汚泥を衛生化する 目的で 種 々 の汚泥 につ い て放

射線 に よ る 殺菌効果を検討 した結果，汚泥中の 大腸菌

群の 殺菌 は脱水 ケ
ーキ を 0．5Mrad 照 射 す る方法 が 望

ま しい．es，
大腸菌群が 放射線抵抗性にな る現象が あ る

が，こ の 現象は 地 域や汚泥 の 種類や 季節 に は関係な く

起 こ る し，酸 素効果も見 られ な い ．こ の 放射線感受性

の高い 細菌を希釈ケ
ー

キや 余剰汚泥中で 照射すると，

著 しい 保護効果が 認 め られた．66）

　 フ タ ル 酸 エ ス テ ル 分解菌 Necardia　aythroPotis　S−1 の

土壌カ ラ ム 中，お よ び活性汚泥中で の挙動を 蛍光抗体

法を用 い て 追跡 した．こ の 抗原抗体反応は非常 に鋭敏

で ， 他 の N ・erythroPolis 株 12の うち 1 株が 反 応 した だ

けで ，他の 株や Candida な ど は 反 応 しな か っ た．6η
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廃水の 処理 法

フ ェ ノ ール ス ル ホ ン

酸を含む メ ッ キ廃液
の 処理 方法

生物酸（匕吸着炉過装
置

驪
浸出汚水の 処

ホ ル マ リン 含有廃水
の 処理方法

回転式汚水浄化 装置

流動床式汚水処理装

置

廃水処理装置

メ タ ン 発酵方法

汚 水処理 方法及 び 装
置

澱粉 お よ び／また は

糖類含有廃水の 処理

方法

澱粉 お よ び／また は

糖類含有廃水 の 処理

方法

竪 型 管束 に よ る微生
物酸化処理 方法

汚水処理装置

ク　 ラ　 レ　 

新 日本製鉄 

日本産業機械
 

荏原 イ ン フ イ

ル コ 嫻

大 成 建設 嫻

岡 田 産 業  

栗 田 工 業  

  日立製作所

三 菱重工 業  

新明和工 業  

旭 カーボ ン  

旭 カ
ー

ボ ン  

オ ル ガ ノ  

  　 東　　レ

Pseudomenas属 お よ び Acinetobacter属 の 少 な くと も一
種を添加 して分岐多価 ア ル コ ー

ル を 処理す る．

ガ ス 酸化 し沈殿を除去する第 1工 程と第 1工 程処
理液とコ

ー
クス 炉廃安水を混合 して 生物処理す る

第 2 工 程か らなる方法．

毛羽を有す る紐状炉材を用 い て 2 次処理水の 仕上
げ に 使用 す る．

金属塩無機凝集剤 とノ ニ オ ン 系有機高分子凝集剤
を併用 し，pH を 4 〜6 に して処理 す る方法．

鉱酸を添加して 加温 し，ホ ル マ リン縮合物を解離
す る 方法で 活性汚泥処理 な ど の 前処理．

馨　
射状 に多数 の 翼板 の つ い た 回転自在 の 丸管を 回

　軸方向 に取付けた回転式処理装置．

上向流路と下向流路 の あ る 流動式曝気槽 に お い て ，

溢流 レ ベ ル を上下方向に 調節で きる 装置．

深層曝気処理槽底部の 散気装置近くか ら流出水を
加圧浮上槽に 連通する ．

紙類ま た は パ ル プ を添加す る こ と を特徴 とす る．

調整 曝気槽と高速生物酸化処理 塔 （接触枦材）間
の 循環 液量 を 曝気 お よ び 排出ロ で 調節す る．

糸状菌ム コ ール ジ ャ バ ニ ク ス を 接種して 通 気 処理

す る 方法．

昭56−115
（56 ．1．6）
昭 56−118
（56．1．6）

昭 56 −1958
（56曾1．16）

昭 56−195g
（56．1．16）

昭 56−1960
（56 ．1．16）

昭 56−3796
（56．1．27）

昭 56−3797
（56．1．27）

昭56−3798
（56 ．1．27）

昭 56−37gg
（56．L27 ）

昭56−7759
（56．2，19）

昭 56−12479
（56．3．20）

ム コ
ー

ル チ ル チ ネロ イ デ ス （Mucer 　circineltoides ）を 　 　昭56−12480
接種 して 通 気処理する 方法．　　　　　　　　　　 （56．3．20）

酸化塔通 液前の 原水に 酸素を溶解さ せ る こ とを特
徴 とす る．
シ ート状の モ ジ ュ

ール を使用する．

有機廃水を処理 する　　  協立 有機工 　　小規模の 一定容量 の酸化 槽ユ ニ
ッ トを 並 列，直列

方法　　　　　　　　　業研究所　　　　ま た は 両者の組合せ に よ り連絡す る処理方法．

昭 56−22597
（56．5．26）
日召56−22598
（56．5．26）

昭 56−22599
（56 ．5．26）
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回転 円板式廃水処理

装置

多区浮上段 に よ る活
性 ス ラ ッ ジ分離処理
法

廃水処理装置

積層 式炉床に よ る生

物酸化装置

汚水浄化処理装置

流 過 接触酸 気槽

曝気槽にお ける浸漬
炉材の 取付方法

雛
瓣 廃液 の 処理

流動層 に よ る廃水 の

脱窒処理方法 な らび

に そ の 装置

生活排水処 理 方法お

よ び 装置

廃水浄化方法
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法
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温

化

活
水
装

活

水
槽

余
お

廃

汚水処理方法

溶存酸素制御装置

排水 の 処理方法

曝気 槽用水中送 風装
置

曝 気 槽用水中送 風 装
置

貯水曝気装置

千代田化工  

日東化学工 業
 

トーシ ン サ イ

エ ン ス

  神戸製綱所

京 都 水 研

嶋 崎，松 田

日 立 機電 工 業
 

オ リエ ン タル

酵母工 業   ，

久保田鉄工  

千代田化工 建
設 

生物膜 の 過剰成長を押え ， 円板間隔を狭ばめ ， 設
置面積を低減す る と共 に 空気の 供給を促進す る こ

とが特徴．

活性 ス ラ ッ ジ 分離槽を 2つ 以上 に 隔壁 で 分離 し，
加圧浮上す る．

原水室，処 理 水室
一

体型 の 処理 槽を 複数個連結，
回転型散気装置 と沈積ス ラ ッ ジ量検出 に 特徴．

サ イ ホ ン 管と弁を 用 い，上 層 か ら下 層へ 原廃水 を

注入，排出 し，生物膜 の 空気 との 接触を 間欠的 に

反 復 して 処理 す る．

網状円筒型支持体 の 周囲に ， 活性炭を付 けた 多孔
質体を多数取付けた取外 し容易な 活性汚泥床型 処
理装置．

ポ ン プ，エ ゼ ク ター，パ イ プ ミキ サ ーお よ び上 昇
一下降一上 昇流で 空 気 を大 量，長時間接触 させ る

処理槽，

波板状浸漬枦材取付けを可動，揺動す る よ うに し

た ．

pH 　4．0〜5．5 で 酵母と細菌 との 共生培養で 処理 し，
吸湿性の な い 固体を分離す る．

昭 56−22600
（56．5．26）

昭56−24590
（56．6．6）

昭 56−24593
（56a6 ．6）

昭56−24594
（56．6，6）

昭56−24595
（56．6．6）

昭 56−24596
（56．6．6）

昭 56−24597
（56．6．6）

昭 56−24598
（56．6．6）

逆 ジ ョ ウゴ 型 の媒体捕集器，空気吹込 み用散気管　　昭56−24599
およ び 邪魔板 が特徴．　　　　　　　 　　　　　　 （56 ・6 ．6）

新明和 工業  　　電気伝導度で 曝気量を 制御．

栗 田 r一業  

新日本製鉄  

大同特殊綱  

ネ イ サ ン ・ポ
ー

ノレ ・！ 曙一ノレ

デ ィ
ー

ク

望 星 企 業

望 星 企 業

富土電機製造
 

大同特殊鋼  

三 笠 設 計  

  日立製作所

工 業 技 術 院

回転曝気装置 に活性炭 ， 砂 ， ア ン ス ラ サ イ トな ど
の 担体粒子を添加 して 処理す る．

酸化還元電位の 変化で 活性を 測定 して 制御す る．

高負荷で 有機物を微生物 に 変換 し， 深床炉床で 炉
過処理する方法．

酸素ガ ス を使用 し，一定の 温度範囲で 行 う．

昭56−26470
（56．6．18）

昭56−26479
（56．6．18）
日召56−27096
（56．6．23）

昭 56−27097
（56 ．6．23）

昭56−27098
（56．6。23）

左右 ネ ジ レ 板多数を有す る曝気管で活性汚泥と空　　昭56−27099
気を混合す るの が特徴．　　　　　　　　　　　　 （56．6．23）

左 右 ネ ジ レ 板 の つ い た 曝 気管群 と そ の 間 に 散気 管　　昭 56−27100
を 配 置 した 曝 気槽．　　　　　　　　　　　　　 （56．6．23）

曝気部内の 活性汚泥 の 呼吸 速度と汚泥量か ら余剰
汚泥を演算す る方法と装置．

完全 混合型 曝気槽 とプ ラ グフ ロ
ー

型 曝気槽を直列
に し，溶存酸素 と汚泥量 に よ り装置を コ ン トロ ー
ル す る．

脱 リグ ニ ン 処理 した籾殻 を添加す る 生物処理．

溶存酸素濃度 の 指令値 と実際値 の 偏差 に 応 じて 送
風量を制御する装置，

生物処理と無機系吸着剤処理との 組合せ．

  明 電 舎　　始動時の 負荷を低減 した 送風装置．

  明 電 舎　　始 動時 の 負荷を 低 減 した省 エ ネ型 送 風装 置．

阪 和 化 工 機  回 転縦軸の 下部に上 広が りの テ
ーパ ー

内面を有す
る 中空 角錐体を取付 け，上 部 か ら放射状 に 散水曝
気す る．

昭56−27101
（56．6．23）

昭 56−27103
（56．6．23）

昭 56−27104
（56 ．6．23）

昭 56−27105
（56．6．23）

昭 56−27106
（56．6．23）

昭 56−27108
（56 ．6．23）
昭 56−27109
（56．6．23）

昭56−27111
（56．6．23）
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有機性廃水の ば っ き
装置

曝気装置

有機物を含む廃水 の

処理方法

ガ ス 液の無希釈処 理

法

ガス 液の 処理法

有機汚水 の高度処理

方法お よ び そ の 装置

生物学的水処理用布
地

排水 の 活性汚泥処理

方法

廃水の 活性汚泥処理

法

工 場廃水，下水等 の

汚水処理 装置

ぱ っ き装置

液体，特に 廃水 の 曝

気装置

メ タ ン 発酵方法

天然有機廃棄物の 嫌

気性温浸装置

転回の置
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円

酸

力

回

処

汚
触

置装化浄水廃造醸

汚水浄化装置

汚水処理方法 及 び そ

の 装置

廃水処理装置

散水炉床

廃水 の 生物処理法

活性汚泥 の 調整 法 並

び に そ の 使用 法

廃 水処 理 方法

  日立製作所

荏原イ ン フ ィ

ル コ  

三 菱重工 業  

  薪潟鉄工 所

  新潟鉄工 所

ア タ カ工 業  

多 木 化 学  

久保田 鉄工  

大 阪 瓦 斯  

天昇電気工業
 

工 業開発研究

所
パ サ バ ン ト ・
ウ エ ル ケ ・ミ

ツ ヘ ル バ ッ ヘ

ル ・ヒ ュ ツ ア

三 菱重工 業  

ハン ワ
ー

ア イ
。エ ン ジ ニ ー

リン グ ・リミ

テ ッ ド

新 神 戸 電 機

日本オ ート ト
ロ
ー

ノレ

日 本 総 研

国税庁，東邦
亜鉛 

伊 奈 製 陶  

ベ
ッ ク ウエ ル

  明 電 舎

永 清 興 業

富士写真 フ イ

ル ム  

日 本合成化学
工 業  

広 島 ガ ス  

円筒状の散気盤を直列 に配置 した酸素吹込み深層
曝気装置．

槽内混合液 の ポ ン プ吸込管 に酸素 ガ ス を供給 し，
曝気槽内に吐出す る 開放式曝気装置．

酸化性ガ スで 曝気後，液と泡 を 別個 の 吸着充垠層
に通 して 処 理，

物理化学処理と粉末活性炭を添加 した活性汚泥法
を組合せた．

物理化学処理法と浮遊方法また は 固定式生物処理
と活性炭活性汚泥法 との組合せ 処理．

2 次処理中 の BOD ，　SS，窒素，リン ，　 ABS を除
去す るた め の 重力式緩速炉過法 と装置．

縦方向 また は横方向の一方が水溶性繊維で 他方が

水不溶性繊維か らな る布地．

第 1段曝気処理水 を 凝 集沈殿 した後，次段の 活性
汚泥横 で 処理す る．

活性汚泥を微細化し，BOD 成分を吸着させ る工

程 と酸素濃度30％ 以 上 の ガ ス で 曝気す る工 程 とか

らなる．

浸漬曝気槽と沈殿槽が
一

体 とな っ た処理槽で ，サ

イ ホ ン を利用した 排出に特徴．

高濃度酸素 ガ ス を槽内 の 必要な 場所に 効率 よ く吹

込む装置．

表面 曝気装置の フ
ー

ドが上下適当な高 さ に調節可

能 な装置．

菌 が 流出 しな い よ うに滂過 メ デ ィ ア を 介 して 処理

水を放出す る方法．

供給タ ン ク と処理槽 へ の 添加速度を調節する装置
と傾斜した排出管 が 特徴．

熱可塑性樹脂パ イ プを軸方向 に裁断し，

一
枚物の

シ ートで 径 の大きな 回転円板を作成．

回転接触器 の 外周部 に 逆楔形 エ ア カ ッ プ を 埋 め込

んだ装置．

鱗瀦黐驪飜 声状紐体を円形の 芯体 に

酵母処 理槽，混 合処 理 槽 お よ び活性汚泥曝気槽か

らな る酒造廃水の 浄化 装置．

中心部 ドラ フ トチ ュ
ーブ の 上部に曝気揚水装置，

外側に 炉材を充填 し， 上昇流で 炉過す る生物処理

装置．

渠鼕蘿讎 熟 欝
ら醐 覯 させ て 汚

脱着可能な 多孔性炉材か らな る散水炉床装置で ，

炉材の 傾斜角 度が変え られ る．

網状短管の 散水炉床で ，機械的攬伴装置によ り定

期的 に 余剰微生物 を 剥離 させ る，
一

端を封鎖 した 筒状のもの を ，回転す るバ ス ケ ッ

ト内に 充嗔 して 用 い る こ とが 特徴．

馴養促進 剤 と して 酢酸，プ ロ ピオ ン 酸な どを含む
PVA 廃水で 馴養し，　COD を指標として 逐次 PVA

濃度を 高 め る 馴養法．

タ ン ク型 の 完全混合型連続活牲汚泥処理 装置．

昭56−27112
（56．6．23）

昭 56−27113
（56，6．23）

昭56−27114
（56．6．23）

昭 56−27118
（56？6．23）

昭 56−27119
（56．6．23）

昭56−27311
（56．6．24）
日召56−27312
（56．6．24）

昭56−27314
（56．6．24）

昭56−27315
（56．6．24）

昭 56−27316
（56．6．24）

昭56−27317
（56，6．24）

昭56−27318
（56．6．24）

昭 56−27319
（56．6．24）

昭 56−27320
（56．6．24）

昭56−28197
（56．6．30）
昭 56−28198
（56．6．30）

昭56−28199
（56。6．30）

昭56−28200
（56，6．30）

昭56−28600
（56．7．2）

昭56−31152
（56．7．20）

昭56−31153
（56．7．20）

昭 56−31154
（56 ．7．20）

昭56−31155
（56．7．20）

昭 56−31156
（56．7．20）

昭56−31157
（56 ．7．20）
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澱粉質含有食品廃水
の 浄化法

汚水処理装置

生物系汚泥の 改質法

好気式回転型廃水浄
化装置

ガ ス 液の 処理 方法
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含
特
法

汚

汚水 の 浄化 装 置

曝 気装 置

メ タ ン 発酵法

自然発生させ る微 生
物 に よ る循環 泝過装
置

生物 炉過 装 置

活 性汚泥法 に よ り廃
水 を 処理す る た め の

設備

酸素 に よ る廃水浄化
法

藻類の生長を制御す
る水処理方法

廃水処理方法とそ の

装置

流動床式汚水処理 装

置

ジ チ オ ン 酸お よ び ア

ン モ ニ ア を含む 廃水
の生物学的処理方法

余剰汚泥自動制御装
置

酸素 に よ る汚泥 の 好
気性消化

排水 の 処理方法およ
び 該方法 に 用 い られ
る 排水処理装置

汚水の 生物学的浄化
用浸漬散水ろ床

汚水浄化装置

国 税 庁 長 官

タ　 　ク　 　マ

東洋曹達工 業
 

栗 田 工 業  

大 阪 瓦 斯

テ オ ・シ ュ テ
ー

レ ル

林，小笠原，
林 ， 林

石 垣 機 工

北菱産業，東
洋化学

荏原 イ ン フ ィ

ル コ  

三 菱重 工業 

杉 江，杉 江

三 菱重 工 業  

ボ
ーb ・ ベ ン

ケ

パ サ バ ン ト・
ウ エ ル ケ ・ミ

ツ ヘ ル バ ツ ヘ

ル ヒ ュ ッ テ

ロ バ ート・ア

レ キサ ン ダ
ー

・リグビ ー

京 都 水 研

栗 田 工 業  

三菱重 工業 

エ ン ド ミ コ プ シ ス 。プ ラ テ ィ ボ デ ィ ス EP −27，　FE
RM −P 　No ．　3968 ま た は クル イ ベ ロ ミセ ス ・ ス ペ

シ ーズ KL ・6　FERM −P　No．3971 を添加。

メ タ ン 発 酵 槽で 生 じた メ タ ン を 資化牲細菌で 窒素，
リ ン の 除 去 に 用 い る．

生物系 の 汚泥 に 軽焼 マ グネ シ ア を添加す る こ とを

特微とす る 生物系汚泥の 改質法 。

回 転円板型 処理 装 置 の モ ジ ュ
ール の 外周 上 に，外

方 に 突出 させ た 攪伴板 を 付 け る。

活性汚泥 に コ
ー

ク ス また は 石炭粉 お よ び 塩化第 2

鉄を添加 し， pH を 4〜6．5 に 調整 し高分子凝集剤
を添加

回転円板体 に よ る処理．

活性汚泥を 50DC 以上 で 固相高温発酵した ペ ー
ス

トを 悪臭廃水に 添加．

回転枠体 の 外周 の
一

端 に フ ィ ラ メ ン ト材等 の 接触

床を付け，回転体 に巻付 い た り，水中に垂下 っ た
りす る．

礫層 お よ び土壌層を用 い ， 通気孔を設置した．

上部密閉，下部隔壁を 階段状に し，最下部よ り曝

気す る．

先 ず低 級 脂 肪 酸 また は低級 ア ル コ ール を添加 して

メ タ ン 菌 の 育 成 を 促進 す る．

泡沫器 を 備え た揚水装置，ソ フ トウ
ー

ル 等の 炉過

材な どか らな る炉過 装置．

生物脱窒泝 過 装置上 端を ロ
ー

ト状 に 拡 げ，下部か
らの 逆 洗水を 上部か ら排出す る．

安定化溝の 一部に被覆 した曝気装置が付 い て おり，
酸素ガ ス を 用 い る の が特徴．

昭 56−31158
（56．7．20）

昭 56 −31159
（56．7．20）

昭 56−31160
（56．7．20）

昭 56−33160
（56．8．1）

昭 56−33998
（56．8．7）

昭 56−34359
（56．8．10）

昭 56−35520
〔56．8．18）

昭56−35920
（56．8．20）

昭56−35960
（56．8．20）

昭 56−36997
（56．8．27）

昭 56−38117
（56 ．9．4）

昭56−38277
（56．9．5）

昭 56−38278
（56．9．5）

昭56−38279
（56．9，5）

空 気曝気 ， 常圧酸素曝気お よ び加圧酸素曝気を所　　昭56−38280
定の溶存酸素濃度に な る よ うに コ ン トロ ール する．　 （56・9．5）

永久磁石 に よ る静磁界 によ り， 微生物の 生長を抑　　昭 56−39955
制する．　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （56．　g．　17）

海綿体ある い は繊維体か らな る炉床を縦向きに 配
置 した散水炉床，

曝気槽内に 隔壁を設け ， 流動床 の 循環をよ く した

もの ．

チ オ シ ア ン を主栄養源とす る活性種汚泥を造 る．

  日立製作所　　流入汚泥量を測定 し， 引抜 き汚泥量を諷節する．

昭和 ユ ノ ッ ク
ス  

日本 エ ン バ イ
ロ 工 業  

ハ ン ス ・ハ ル

トマ ン

松 下 電 工  

酸素濃度 を コ ン トロ
ール して処理 ．

複数 の 同心円状隔壁間 に ， 多孔管固定床と排出用

炉管を設置 して い る の が 特徴．

回転円板が回転籠状の支持構造体の 内部 に張力で

吊 られ て い る．

曝気槽 内の 源過器を ， 処理 水 の 排出と空 気 の 吐 出
に 併用す る．

昭 56−39958
（56．9．17）

昭56−39959
（56．9幽17）

昭56−39960
（56．9．17）

昭56−41318
（56．9．28）

昭 56−41319
（56．9．28）
昭 56−42348
（56．10．3）

昭56−42349
（56．工0，3）

昭 56−42350
（56．10．3）
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バ ル キ ン グ現象の 防
止 お よ び解消方法

用廃水の 処理 方法

用廃水 の 処理方法

廃水 の 処理方法

用 廃水の 処理方法

水処理 装置

回転 チ ューブ 廃水処
理装置

有機性廃棄物 の 嫌気
性消化方法

非バ ル キ活性汚泥を
製造す る方法

回転円板式窒素除去
装置

ポ リチ オ ン 酸含有廃
水の 生物学的処理方
法

水 処理 装 置

廃水か ら有機な らび
に無機結合窒素を除
去す る方法

廃水の 浄化処理方法

廃安水 の 処理方法

イハ ラ ケ ミ カ
ル 工 業  

荏原イ ン フ イ

ル コ  

荏原 イ ン フ イ

ル コ  

荏 原イ ン フ イ

ル コ  

荏原イ ン フ イ

ル コ  

大 金 興 業  

新明和工 業  

チ オ リン 酸 エ ス テ ル ま た は チ オ
ー

ル リン 酸 エ ス テ

ル を 添加す る方法．

粒 状炭素質吸 着剤 を 用 い ，好 気 反 応 と嫌気反 応 に

よ りア ン モ ニ ア 性窒素含有廃 水 を処 理．

粒状炭素質吸着剤層に よ り，嫌気
一

好気
一

嫌気 の

3工 程で ア ン モ ニ ア 性窒素含有用廃水を処理．

リン ，窒 素，有機物含有廃水 を石灰 添 加 凝 集沈 殿 ，
粒状活性炭等 に よ る好気 お よ び 嫌気処理 を ，pH
を調節 して 行 う．

藩纛碧弊沓駕控鸞齦羇讌覊
動床で 処理．

藻類をバ ス ケ ッ F に 装嗔 し，光を照射す る の が特
徴．
ハ ニ カ ム チ ュ

ーブ を 回 転 させ る．

  日立 製作所　　50〜160QG で ア ル カ リ添加 の 前処理 を 行 な う．

エ ア ・プ ロ ダ
ク ト。ア ン ド

ケ ミカ ル ス

  新潟鉄工 所

三菱重 工業 

久保 田鉄 工  

・
ツ

ズ

ル

｝

冖
ホ

ゲ

ロ

ス

一

ル

テ
ア

セ

ア
・

トンラブ

 

立
設

日

建

新 日本製鉄 

回転板廃水処理装置　　ユ ニ チ カ  

汚水の 処理 装置

ア ク リル ア ミ ドの 分
解方法

廃水処理 法及 び そ の

装 置

活性汚泥処理装置の

制御装置

有機性廃水 の ば っ 気

方法 お よ び装置

活 性汚泥水処理装置
の 制御装置

曝気槽の 溶存酸素の

制御方法お よ び 制御

装置
曝気処理装置

汚水の 浄化構造体

石 垣 機工  

多木 化 学  

橋本，藤 田，
尾 崎

  日立製作所

  日立製作所

  日立製作所

富士電機製造

 

荏原イ ン フ イ

ル コ  

佐 藤 ， 佐 藤

活性汚泥法水処理 プ　　  日立製作所
ロ セ ス の 適応修正 予
測制御方法

NO 。

’
が な く，DO が 0．7ppm 以下 の 接触 ゾー

ン と DO が 1ppm 以 上 の 酸化 ゾーン に よ るバ ル

キ ン グ抑制．

処理槽の 上段を好気性回転円板，下方を嫌気性回
転円板と した 脱窒素装置．

粒子状硫黄を主栄養源として 活性汚泥 を 培養 して，
ポ リチ オ ン酸含有廃水を処理．

酸素を供給する深層曝気装置の 改良 で ，揚水用流

路を設けた もの ．

2 段階生物処理 装置 に お い て ，第 2 沈殿 槽か ら硝

化処理廃水 の
一

部を 第 1 段階 へ 再循環 す る脱窒処
理 法，

pH を 酸性，ア ル カ リ性，酸性 と順次調整 しな が

ら酸化剤等 を添加 して 処理 し，更 に，合成 吸 着樹

脂で 処理 ．

脱硫した コ ーク ス 炉発生 ガ ス で ，生物処 理 前の 安

水を曝気 し，同 ガ ス を処理す る．

回転板 周 囲の 開 口 容器 の 改良．

回転 ドラ ム の 中が 生物付着の 充嗔材で構成 され て

い る装置．

ブ レ ビ バ クテ リウ ム な ど の 微生物菌体内酵素で分
解する．

難分解牲物質含有廃水 と活性汚泥を濃度順 に 多段
曝 気槽 へ 流入させ て 処理す る．

鞴斃騨
と麟 齬 泥齦 か ら返送汚泥 量 を

5m 以上 の 深層曝気層 と 5m 未満の 曝気槽を組合
せ た もの．

汚泥 の 収支を演算し，それ に よ り排出汚泥量を調

整する こ とが 特徴．

排 ガ ス 中の 酸素分 圧 と曝 気 ガ ス 中の 酸素分 圧 を測

定 し，そ れ に 基 づ い て曝 気 ガ ス 量を制御す る．

曝気槽の 上 部 に傾斜板を配備 した
一

種 の 完全混合
型 曝気槽．

3次処理用の 浄化構造体で ，ヘ チ マ 構造体が 内部
に 充填 さ れ た 不織布 フ ィ ル ター製 の筒状体

汚水量，汚泥濃度 ， 空気量 ， 溶存酸素濃度 な ど か

ら曝気空気量を調節す る方法．

昭56−42352
（56．10．3）

昭 56−42355
（56．10。3）

昭56−42356
（56，10，3）

昭 56−42357
（56．10．3）

昭 56−42358
（56．10．3）

昭 56−42993
（56．10．8）

昭 56−42994
（56．10．8）
昭 56−42995
（56．10．8）

昭56−42997
（56．10．8）

昭56−43794
（56 ．10．15）

昭56−43795
（56．10．15）

昭 56−43796
（56．10．15）

昭 56−43797
（56．10．15）

昭 56−43798
（56．10．］L5）

昭 56−43799
（56．10．15）

昭 56−44797
（56．10．21）

昭 56−44798
（56．10．21）
昭 56−44799
（56．10．21＞

昭56−45670
（56，10．28）

昭56−45671
（56．10．28）

昭 56−45672
（56．10．28）
昭56−45673
（56．10．28）

昭 56−45675
（56 ，10．28）

昭56−47839
（56．11．12）
昭 56−48230
（56．11．14）

昭 56−48231
（56．11．14）
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